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「
本
日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー
で
す
。
午
後
六
時
を
過

ぎ
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
退
社
し
ま
し
ょ
う
」。
東

京
都
内
の
あ
る
企
業
で
週
一
回
、
流
れ
る
社
内
放

送
だ
。
だ
が
、
終
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
な
っ
て
も
、

会
社
を
出
る
社
員
は
少
な
い
。
社
員
か
ら
は
時
折

「
早
く
帰
れ
れ
ば
、
帰
り
た
い
よ
な
」
と
い
う
恨

み
と
も
あ
き
ら
め
と
も
つ
か
な
い
声
が
漏
れ
る
。

会
社
と
し
て
は
長
時
間
勤
務
対
策
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
っ
て
い
い
。
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
約
二
年
。
だ
が
、
ど
れ
だ
け
の

企
業
が
過
労
死
対
策
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

◇　
　
　
　
　

◇

　
「
過
労
死
」
と
い
う
三
文
字
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
広
告
大
手
の
電
通
の
女
性
社
員
の

「
過
労
自
殺
」
が
き
っ
か
け
だ
。
過
労
死
と
い
う

言
葉
が
社
会
的
に
定
着
し
た
の
は
、
バ
ブ
ル
経
済

前
の
一
九
八
〇
年
代
。
日
本
の
特
異
の
現
象
と
と

し
て
、
英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
出
版
局
の

英
語
辞
書
に
も
「
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
国
連
の
社
会
権
規
約
委
員
会
が

日
本
の
過
労
死
に
懸
念
を
示
し
、
改
善
を
勧
告
し

て
い
る
。
政
府
が
重
い
腰
を
上
げ
て
で
き
た
の
が

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
だ
。

　

厚
生
労
働
省
が
昨
年
一
〇
月
に
世
界
で
初
め
て

ま
と
め
た
「
過
労
死
等
防
止
対
策
白
書
」
に
よ
る

と
、
一
人
あ
た
り
の
年
間
総
実
労
働
時
間
は
緩
や

か
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
増
加
が
理
由
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

散 射 韻

と
い
う
社
員
心
得
が
ま
か
り
通
っ
て
き
た
。「
取

り
組
ん
だ
ら
放
す
な
、
殺
さ
れ
て
も
放
す
な
。
目

的
完
遂
ま
で
は
」
…
…
。
約
七
〇
年
前
の
社
長
が

作
っ
た
。
昨
年
末
に
辞
任
を
表
明
し
た
社
長
は
鬼

十
則
に
つ
い
て「
疑
問
に
思
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

外
部
の
指
摘
を
受
け
て
、
誤
解
を
招
く
と
認
識
し

た
」
と
語
っ
た
。

　

電
通
に
も
労
働
組
合
が
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の

有
価
証
券
報
告
書
に
よ
る
と
、
組
合
員
数
は
三
四

三
五
人
。「
労
使
関
係
は
円
滑
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

労
組
も
鬼
十
則
を
黙
認
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て
も

仕
方
あ
る
ま
い
。

　

電
通
の
よ
う
な
大
手
企
業
に
は
労
組
が
あ
る
の

が
一
般
的
だ
。
中
小
企
業
で
は
、
労
組
も
な
く
、

不
等
な
労
働
を
強
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。
自
ら
闘
い
、
権
利
を
勝
ち
取
り
、
労
働
環
境

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。
大
手

の
労
組
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
長
時
間

労
働
に
ど
れ
だ
け
向
き
合
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

労
働
基
準
法
で
は
、
法
定
労
働
時
間
は
一
日
八

時
間
、
週
四
〇
時
間
と
さ
れ
、
時
間
外
労
働
や
休

日
労
働
を
さ
せ
る
場
合
は
、
労
使
協
定
（
三
六
協

定
）
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
組
に
は

締
結
へ
の
拒
否
権
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
発
動
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
「
仕
事
も
人
生
も
、
と
て
も
つ
ら
い
。
今
ま
で
あ

り
が
と
う
」。
電
通
の
女
子
社
員
は
ク
リ
ス
マ
ス
に

母
に
メ
ー
ル
を
送
っ
た
後
、
命
を
絶
っ
た
。
こ
う

し
た
悲
劇
を
繰
り
か
さ
え
な
い
た
め
に
、
労
組
が

や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
。

者
を
除
く
と
二
〇
〇
〇
時
間
前
後
で
高
止
ま
り
し

て
い
る
。
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
は
一
九
九
九

年
ま
で
は
五
割
を
超
え
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

以
上
は
五
割
を
割
り
込
ん
で
い
る
。

　

脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
補
償
申
請
は
、
過
去
一

〇
年
余
り
、
七
〇
〇
件
台
後
半
か
ら
九
〇
〇
件
台

前
半
で
推
移
。
精
神
障
害
の
労
災
補
償
申
請
は
二

〇
〇
九
年
以
降
、
一
〇
〇
〇
件
台
が
続
く
。
二
〇

一
五
年
に
、
過
労
死
で
労
災
認
定
さ
れ
た
人
は

九
六
人
、
過
労
自
殺
（
未
遂
を
含
む
）
の
労
災
認

定
は
九
三
人
。
両
者
を
合
わ
せ
た
総
数
は
二
〇
〇

件
前
後
で
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

　

死
ぬ
ほ
ど
働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一

人
当
た
り
の
労
働
生
産
性
は
他
の
先
進
国
よ
り
低

い
。
二
〇
一
五
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
加
盟
三
五
カ
国
中

二
二
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

電
通
の
女
性
社
員
の
過
労
自
殺
後
、
厚
生
労
働

省
は
緊
急
対
策
と
し
て
、
企
業
名
の
公
表
対
象
と

な
る
違
法
な
労
働
時
間
を
月
一
〇
〇
時
間
か
ら

八
〇
時
間
に
引
き
下
げ
る
ほ
か
、
過
労
死
が
複
数

の
事
業
所
で
で
た
企
業
名
を
公
表
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
遅
き
に
失
し
た
と
は
言
え
、
素
早
い
対
応

は
評
価
で
き
る
。

　

一
方
、
国
と
同
様
に
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き
は

労
働
組
合
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
大
手
の
労
組
は
こ

れ
ま
で
ど
ん
な
対
策
を
行
い
、
成
果
を
挙
げ
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

女
性
社
員
が
自
殺
し
た
電
通
で
は
、「
鬼
十
則
」

労組は過労死にどう向き合ったのか

＜

洋＞


